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常福寺所蔵・「岸田吟香書翰（北方心泉宛）」について
川　邉　雄　大
On Kishida Ginko’s letters in Jofukuji
KAWABE Yutai
	 At	 Jofukuji	 Temple	 in	Kanazawa,	where	Kitakata	 Shinsen,	 a	Buddhist	monk	 and	
calligrapher,	 served	 as	 chief	 priest,	 there	 are	 11	 letters	 written	 by	 Kishida	 Ginko	 to	
Kitakata	 between	 1883	 and	 1892.	 These	 letters	 reveals	 the	 process	 of	 compiling	Dong 
Ying Shi Xuan,	an	anthology	of	poetry	by	Yu	Yue,	and	also	concern	books	on	calligraphy	
（namely	books	about	ancient	 language	and	metal	and	stone	 inscriptions）	purchased	by	
Kitakata	 who	 was	 studying	 calligraphy	 at	 the	 time.	 These	 letters	 are	 one	 of	 the	 few	
materials	 that	 provide	 valuable	 information	 about	 the	 names	 of	 books	 purchased	 and		
about	 the	 distribution	 status	 of	Chinese	 books	 in	 Japan	 in	 those	 days.	Considering	 the	
importance	 of	 these	 letters	 as	 valuable	 historical	 materials,	 all	 11	 letters	 have	 been	
reprinted	here,	with	annotations.
	 キーワード：北方心泉・岸田吟香・楽善堂・『東瀛詩選』・近代日中文化交流史
はじめに
　筆者は近年、明治期の東本願寺（真宗大谷派）の清国布教に関心を持ち、主に明治初期に東本願寺上
海別院で行われた布教活動や、日本人布教僧と清末文人との漢詩文や書画を介した交流について、当時
布教僧として上海別院に勤務した松本白華1）と北方心泉2）に重点を置いて研究を行ってきた。
 1）	松
まつ
本
もと
白
はっ
華
か
（1838～1926）、加賀松任の人、本誓寺の第二十六世住職。名は厳護、白華・西塘・林泉・仙露閣などと号
す。幕末、大坂で広瀬旭荘の塾に学び、維新後は富山藩合廃寺事件・浦上天主教事件（浦上四番崩れ）・宗名恢復
（一向宗→真宗）に奔走する。明治 5年（1872） 4 月、教部省に出仕、 9月、門主・大谷光瑩（現如）や成島柳北ら
と共に欧洲視察を行う。翌明治 6年（1873）に帰国、教部省に再出仕し、明治10年（1877）から12年（1879）まで
東本願寺上海別院輪番を勤めた。洋行をはさんだ前後、玉川吟社・香草吟社に所属し、長三洲をはじめ明治の高官
たちと漢詩による交流を行っている。明治初期の東本願寺における中心的人物の一人であり、当時では西洋と中国
の双方を体験した唯一の日本人僧侶である。主な著作に、『松本白華航海録』（真宗史料集成第11巻『維新期の真宗』、
同朋社、1975年）等がある。このほか、白華に関する研究として、「松本白華と玉川吟社の人々」（二松学舎大学21
世紀COEプログラム『日本漢文学研究』第 2号、川邉雄大・町泉寿郎共著、2007年）がある。
 2）	北方心泉について主な参考文献として以下のものがある。
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　北
きたかたしんせん
方心泉は、嘉永元年（1850） 4 月28日、加賀・金沢の常福寺に第十二世住職、致風の三男として生
まれた。幼名は郁護法麿、名は祐必のち蒙
きざし
、心泉・雲逬・小雨・月荘・文字禅室・聴松閣・酒肉和尚な
どと号した。幕末から維新にかけて、加賀の真宗僧である石川舜台の慎憲塾・松本白華の遙及社で学び、
維新後には翻訳局で、洋行から帰国した成島柳北に漢詩・英語を学んだ。明治10年（1877）から明治16
年（1883）まで清国布教事務掛として上海別院に勤務する。この間、布教活動に従事するかたわら清末
文人達と交流を行う中で北派書風に触れた。わが国に北派書風がもたらされたのは、明治13年（1880）
に清国公使館員として来日した楊守敬によってであるが、心泉はそれとは別にわが国に北派書風を持ち
込んだ人物として一般に知られている。また、合計537人のべ5319首という厖大な量の日本漢詩を収録し
た、兪樾撰『東瀛詩選』（以下『詩選』）の編纂に際しては、上海で岸田吟香と兪樾の聯絡役をつとめ、
自身の漢詩も11首採録された。明治16年（1883）に肺病のため帰国し、長崎での療養生活を餘儀なくさ
れるが、明治17年（1884）に帰郷後、友人の漢学者、三宅真軒の助言のもと本格的に書学を学びはじめ、
明治23年（1890）には第 3 回内国勧業博覧会に出品・入賞し、以後日下部鳴鶴・巌谷一六・中林梧竹ら
と交流する。明治31年（1898）に再び渡清し、東本願寺が南京に設立した学校、金陵東文学堂の堂長を
つとめる。明治35年（1902）、本山の内紛のため僧籍を剥奪され（のち恢復）、明治37年（1904）には病
のため左半身不随となったが、左手で書を書き続けた。明治38年（1905） 7 月28日歿、享年56歳。弟子
に桑名鉄城・細野燕台などがいる。
　心泉は明治を代表する書家の一人といわれながら、従来の研究では、心泉が上海でいかに清末文人た
ちと交流し、北派書風を習得していったかについては研究が不充分な点があった。
　そこで筆者は、心泉が住職であった常福寺（金沢市小将町）に所蔵される、清末文人らが心泉に贈っ
た尺牘や書画類を用いて、布教活動や彼らとの交流の実態を明らかにするとともに3）、心泉の書学の受容
と購書活動について重点的に研究を行ってきた。明治16年（1883）に病気のため帰国した心泉は、翌明
治17年（1884）頃から自坊・常福寺内に書斎「文字禅室4）」を構え、友人の漢学者・三宅真軒の助言のも
とで本格的に書学を学び始め、翌明治18年（1885） 4 月には書籍を大量に購入している5）。筆者は同寺に
　　　本岡三郎編『北方心泉　人と芸術』（二玄社、1982年）。
金沢市教育委員会文化財課編『金沢・常福寺歴史資料目録』（以下『目録』、1999年）。
金沢市教育委員会文化財課編『金沢・常福寺歴史資料図録』（以下『図録』、2001年）。
三田良信監修・山中美智子著『心泉―北方心泉碑文集―北方心泉没後百年記念』（北方心泉顕彰会、2004年）。
 3）	川邉雄大「明治初年の東本願寺上海別院における日中文化交流―松本白華・北方心泉を中心に―」（人間文化研究
機構・国文学研究資料館『手紙と日記―対話する私／私との対話　第31回　国際日本文学研究集会会議録』、2008年）。
 4）	常福寺内に、明治20年（1887）に真軒が心泉のために撰文し、胡鉄梅が書いた「文字禅室記」がある。
 5）	心泉『詩稿』補遺、「乙酉四月、売蔵幅十餘、沽得千餘巻」（『北方心泉　人と芸術』（註 2に掲出）、197頁）に、「十
幅丹青愛漸疎　幸逢善賈割除渠、一痴纔了更成騃、架上新添千巻書」とある。また常福寺には、上海の江左書林か
ら書籍を発送した時の木箱が残されており、「日本／北方蒙書箱壱号／拾十三箇之内　上洋／江左書林発」とあるの
で、全部で13函に及ぶ唐本が発送された際に使用されたものと思われる。函の数から恐らく明治18年（1885） 4 月
に心泉が大量の書籍を購入したときに使用されたものと推測される。当時、心泉が購入した書名の記録や心泉の蔵
書目録は残っておらず、斎藤兼蔵「先代琳琅閣とその周囲」（反町茂雄編『紙魚の昔がたり』、臨川書店、1978年）に
よると、心泉の蒐集した唐本や法帖類の多くは歿後売却され、現在常福寺にはほとんど残っていない。
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所蔵する資料を用いて、真軒の金沢における学問の一端を明らかにするとともに6）、真軒が心泉の小学金
石類書籍購入のために作成した『文字禅室必備書目』（以下『書目』）7）や、清国で出版された書籍販売目
録 3 種（『増補抱芳閣書目』・『酔六堂発兌書籍価目』・『湖北官書処書目』）8）、「岸田吟香書翰（北方心泉
宛）」および「圓山大迂／圓山惇一書翰（北方心泉宛）9）」をもとに、購入書籍の選定から上海に書籍を註
文して購入するまでの一連の経緯を明らかにし10）、関聯資料の翻刻を行った11）。
　今回翻刻した「岸田吟香・楽善堂書翰（北方心泉宛）」12）の一部は、書翰その 1 のように、すでに岡井
慎吾13）らによって翻刻され、王宝平氏14）によって考証が行われているものや、その他の書翰のように、
筆者が論文上で部分的に翻刻したものもある15）。しかし、書翰その 1 ・ 2 は同寺所蔵の「兪樾尺牘」など
とともに、『詩選』編纂に関する数少ない現存資料として重要なものである。また、その他の書翰は主
に、明治20年前後の心泉の書籍購入について述べられており、心泉が購入した書籍が分かるだけでなく、
当時の上海書肆の様子などについて知ることができる。同寺所蔵の「圓山大迂／惇一書翰（北方心泉宛）」
や清国書籍販売目録 3 種などとならんで、明治前期（日清戦争以前）とくに明治10年代後半から20年代
の漢籍の輸入が途絶していた時期に、日本国内における漢籍の流通状況の一例を知ることができる貴重
な資料である16）。よって本書翰の重要性に鑑み、このたび11通全文を翻刻し、註釈を附すこととした。
 6）	川邉雄大「金沢時代の三宅真軒と北方心泉」（無窮会『東洋文化』復刊第99号、2007年）。
 7）	『目録』（註 2に掲出）112頁、「十、草稿、46」。この他、常福寺には心泉の筆蹟になる『文字禅室書目備忘』（以下
『備忘』）があり、主に説文関係の書籍を著録している。
 8）	『目録』（註 2に掲出）146頁「十一、書籍、279増補抱芳閣書目（以下『抱芳閣』）、280酔六堂発兌書籍価目（以下
『酔六堂』）、281湖北官書処書目（以下『湖北』）」。
 9）	『目録』（註 2に掲出）105頁、「九、書簡日記類、72書簡圓山大迂から心泉宛」。
10）	川邉雄大「明治期の日本国内における唐本流通について―岸田吟香書翰を中心に―」（二松学舎大学21世紀COE
プログラム・浙江工商大学日本文化研究所、“書籍之路与文化交流” 国際学術研討会予稿集『近現代分科会論文集』、
2006年）、町泉寿郎・川邉雄大「關於明治初期東本願寺布教僧的日中文化交流―以松本白華、北方心泉爲例」（張
伯偉編『風起雲揚　首届南京大學域外漢籍研究國際學術研討會論文集』、中華書局、2009年）。
11）	川邉雄大「常福寺所蔵・三宅真軒撰『文字禅室必備書目』について」（二松学舎大学21世紀COEプログラム『日本漢文
学研究』第 3号、2008年）、同「常福寺所蔵・「圓山大迂／圓山惇一書翰（北方心泉宛）」について」（同 4号、2009年）。
12）	『目録』（註 2に掲出）101頁、「九、書簡日記類、17書簡岸田吟香・小野湖山から心泉宛、19岸田吟香から心泉宛」。
13）	岡井慎吾「北方心泉上人（三）」（『書苑』第 7巻 9号、大修館、昭和18・1943年）。
14）	王宝平『近代中日学術交流の研究』（汲古書院、2005年）。
15）	「明治期の日本国内における唐本流通について」（註10に掲出）。	
16）	文求堂の田中慶太郎は「唐本商の変遷」（反町茂雄編『紙魚の昔がたり』（註 5に掲出））の中で、日清戦争前の唐本
の輸入について以下のように述べている。
明治十年臺
ママ
に東京で岸田吟香さん林擁書城等が唐本を輸入して居つたと云ふ事は聞いて居りますが、私はこれは
目撃して居りませぬ。その後暫らく輸入が中絶して居つたのを、青木嵩山堂が上海から唐本を輸入した。これは
その当時近藤元粋と云ふ詩人があつて、この人の奨めで上海の今でも盛んに営業して居る掃葉山房と云ふ本屋と
取引を開始して、大分その唐本を取り寄せ、又それが売れた。
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解題
　日本人の上海への渡航は幕末に増加し、維新後本格化した。文人では、岸田吟香・安田老山17）・長井雲
坪18）・岡田篁所19）・庄田胆斎20）・佐瀬得所21）・大倉雨村22）・成瀬石癡23）らが幕末維新期にかけて渡航した。心
泉が上海滞在していた当時、別院には内海吉堂・巨勢小石24）・鳩居堂安兵衛25）・吉嗣拝山26）・諫山麗
17）	安田老山（1830～1883）の上海の渡航時期は『対支回顧録』（対支功労者伝記編纂会編、昭和11・1936年）によると
元治元年となっているが、沖田一は『日本と上海』（大陸新報社、昭和18・1943年）の中で、「安田老山書翰」を根
拠として慶応 3・ 4年（1867・ 8 ）としている。また、陳捷氏は『明治前期日中学術交流の研究―清国駐日公使
館の訪書活動―』（汲古書院、2003年）で、老山の名が岸田吟香の『呉淞日記』（慶応 3・1866年）に登場しない
ことと、岡田篁所『滬呉日記』（明治24・1891年）の記述をもとに明治元年としている。おそらく改元直前に渡航し
たものと思われる。
18）	長井雲坪（1833～1899）。名は元治楼、呉江・桂山・瑞岩と号す。長崎で鉄翁に師事し、維新前にフルベッキの助けに
より、安田老山等と上海に渡航したとされる。伝記として、高津才次郎『画人雲坪』（大正堂書店、1934年）がある。
19）	岡田篁所は長崎の医師。明治 5年（1872）に上海に渡航しており、当時の上海滞在記として『滬呉日記』（明治24・
1891年刊）がある。明治16年（1883）、心泉が上海から帰国して、長崎で療養中に治療を行ったのが篁所であった。
20）	小栗栖香頂『北京紀遊』（魚返善雄「同治末年留燕日記」（『東京女子大学論集』第 8巻第 1号、1957年））に、「（明
治 6・1873年 7 月25日）見庄田胆斎、会津人、有書名、携室遊此地。」とある。
21）	佐瀬得所（1822～1878）。名は恒、字は子象、通称は八太夫、号は松城・得所、室号は梅龍書屋、会津の人、星研堂
にもとで歐陽詢・趙子昴などの書を学ぶ。のち長崎で清人、銭少虎・江元曦らと交流し、明治 2年（1869）渡清し、
王克三・周錫瓚から書を学ぶ。翌年帰国し左院に出仕するが、組織改編のため罷免となり、以後書家として生計を
立てるようになった。
22）	大倉謹吾（1845～1899）。弘化 2年（1845）に医師・大倉良菴の子として越後に生まれた。名は行、字は顧言、通称
は謹吾、雨村または鉄農半仙と号した。明治 5年（1872、一説に明治 8・1872年）に上海領事館に赴任し、明治19
年（1886） 5 月に帰国、23年（1890）に退官した。
23）	『旧富岡美術館所蔵　市島春城印章コレクション総目録』（早稲田大学会津八一記念館、2008年、12・13頁）に、成
瀬が大倉の為に刻した「大倉行印」（側款「丙子孟夏　石癡米篆」）・「銕農」印（側款「丙子孟夏　石癡米篆」）を収
録する。
24）	巨勢小石（1843～1919）について、『支那在勤襍志』に、上海別院に出入りしている記述がある。
（明治11年 3 月10日）本日因無本邦人参詣無説教。西京鳩居堂安兵衛・画工小石至。
25）	鳩居堂から清国に派遣された職工について、当時以下のような新聞記事があり、恐らく安兵衛のことを指すと思わ
れる。
有名なる西京の鳩居堂熊谷久兵衛ハ至て家業を勉強し、昨年以来支那の徽州・湖州に人を遣ハシ、筆墨の工事を
学ばしめしが、其の秘蘊を伝へて竟に博覧場にて一等賞牌をも賜ハりたるハ実に栄誉と云ふ可シ。其の製なる大
小各種の筆を試みしに其の毫ハ頸軟を雑ヘ如何にも精妙にて決して支那製に譲らず。（以下省略）（『朝野新聞』明
治10・1877年11月24日）
西京の熊谷久兵衛氏（鳩居堂）ハ久しく製墨に意を用ひ、去明治八年に其の業に巧みなる職工二名を支那徽州製
墨所へ遣ハシ、同十年卒業帰店せしに付、其の法を以て製したる墨数種を内国博覧会に出品し、龍紋の賞牌を得
たるハ実に同氏が多年の功にて、又此たび宮内省より図形百馬の図其外六種の御用墨製造仰付られしといふ（以
下略）（『朝野新聞』明治12・1879年 2 月23日）
26）	吉嗣拝山（1846～1915）。太宰府の人、幼名は寛一、通称は達太郎、名を達、字を士辞、拝山と号す。室名は古香書
屋。元治元年（1864）咸宜園に入門、慶応 3年（1867）中西耕石に入門、明治 2年（1869）大蔵省勤務。明治 4年
（1871）、太政官国史編輯局に勤務していたが、災害により右腕を失う。明治11年（1878） 2 月から 6月にかけて清
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吉27）・塩川一堂28）・長阪雲在29）・圓山大迂30）などの日本人画家が出入りしている。当時、心泉とともに上海
別院に滞在した布教僧、岳崎正鈍の日記『支那在勤襍志』31）には、以下のような布教僧と日本文人が交流
している記述がある。
（明治11年 3 月29日）従午後五時会飲於鴻運楼、蓋賀大山雪格入院与送早川純嘏還日本両件一挙媒
飲、巨勢小石・（※内海）吉堂・鳩居堂安兵衛・田代屋・輪番・余・北蒙（※ 北方心泉）・白尾義天
也。此会也純日本人無有支那人、航海来不図得愉快与入酔郷。
　このほか、北條鷗所32）・村田香谷・長尾無墨33）なども上海に渡航している。
　なかでも岸田吟香は、幕末期にはすでに上海に渡航し、維新後も数度に亘って渡航し、上海に楽善堂
支店を開くなど、上海と縁の深い人物であった。
　岸田吟香は、天保 4 年（1833）に美作国に生まれた。名は太郎・銀次などがあり、吟香・東洋などと
号した。17歳の時、林図書頭の塾に入り、安政 3 年（1856）に藤森弘庵に師事する。文久 3 年（1863）、
ヘボンから眼病の治療を受けたことがきっかけとなり、ヘボンが編纂していた『和英語林集成』の編纂
作業を手伝うようになり、かたわら『海外新聞』を発行した。慶応 2 年（1866）には『和英語林集成』
印刷のためヘボンとともに上海に渡航し、翌年帰国した34）。
　明治 8 年（1875）には銀座に楽善堂を開き、目薬「精錡水」の販売を開始した。明治13年（1880）に
は上海英租界河南路に楽善堂支店を開き、「精錡水」の他、日本書籍や銅板袖珍本の販売を行っている。
国に滞在しており、『骨筆題詠』には当時交流した海上派の漢詩文のほか、白華の詩や心泉の序文が掲載されている。
27）	諫山麗吉（1851～1906）。号は扇城、豊前中津の人。心泉と同じく真宗僧である平野五岳の肖像を描いているほか、
上海では心泉や彼の父母（致風・爾爾）の肖像を描いている（『図録』（註 2に掲出）89頁・141「諫山麗吉　鉛筆画
　心泉肖像画」（明治15・1882年）、90頁・142「諫山麗吉　彩色　致風・爾爾夫妻肖像画」（明治15・16年））。岡鹿
門『観光紀游』によると、明治17年（1884）当時は香港に滞在している。
28）	塩川文鵬（1863～1925）のこと。四条派画家、塩川文麟の子。名は鵬、文鵬または一堂と号した。「上海ノ岸田吟香
翁ヨリ柳北ヘ贈リシ書簡（去月三十日発）」（『朝野新聞』、明治13・1880年 3 月13日）に、「（前略）一月中ヨリ西京
ノ塩川文麟ノ子、一堂ト伊勢ノ画人、雲在トガ楊州・常州ヲ遊ヒ廻ハリ、蘇州ヨリ杭州ニ赴キ、西湖ノ孤山寺ニ廿
日ノ餘足ヲ止メ、西湖ノ真景ヲ大小数幅写シ取リ、四五日前上海ニ帰リ候。（以下略）」とある。明治20年（1887）に
再渡清し、楽善堂上海支店の従業員となっている。
29）	伊勢出身の画家、長阪雲在（1848～1906）のこと。心泉の詩稿には、「次塩一堂韻三畳」、「到諏訪山自在庵、一堂先
寓此」、「題一堂画松　癸未十二月」、「過山下古城城趾」、「癸未九月十六日、同一堂雲在秋園諸子賞月於雪月庵、分
韻」などと題した漢詩があり、彼との交流がうかがえる。
30）	心泉の帰国後、小山松渓・村瀬藍水・前田黙鳳・岡千仭などが渡航している。
31）	真宗資料集成第11巻『維新期の真宗』（同朋社、1975年）。
32）	北條鷗所（1866～1905）。名は直方、字は方大、別号は碧海舎人・狎漚生・石鷗。漢学を島田篁村に、詩文を森春濤
に学ぶ。のち文部省貸費生となり、東京外国語学校で中国語を学んだ後、上海で清末文人と交流する。帰国後、宮
城控訴院につとめ、のち大審院書記長をつとめた。
33）	長尾無墨の上海滞在記として、『滬遊雑詩』（木村徳太郎、明治14・1881年）があり、この他に著作として『張子祥
胡公寿両先生画譜』（高木和助、同）などがある。
34）	当時の吟香の日記『呉淞日記』の一部が、『対支回顧録』（註17に掲出）に翻刻されている。
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　明治14年（1881）、吟香は心泉とともに杭州に兪樾を訪れたが、あいにく兪樾は不在であった。そのた
め、吟香の企劃した『詩選』の編纂依頼は心泉を介して兪樾に行われ、以後の編纂作業についても心泉
が兪樾と吟香の聯絡役を担った。その編纂過程の一端が、今回翻刻した書翰その 1 および 2 に記されて
いる。
　吟香は明治13年（1880）には興亜会の結成に参加、明治19年（1886）に漢口に楽善堂支店を開設し、
明治23年（1890）には日清貿易研究所（上海）の設立に尽力する。明治31年（1898）には東亜同文会の
結成に際しては評議員となり、明治31年（1902）には同仁会の設立に参加するなど、生涯を通じて清国
と関係の深い人物であった。明治38年（1905）歿、享年73歳。
　今回翻刻した「常福寺所蔵・岸田吟香書翰（岸田吟香宛）」は、常福寺に所蔵する「書簡、岸田吟香・
小野湖山から心泉宛」35）10通・「書簡、岸田吟香から心泉宛」36） 1 通の合計11通であり、以下各書翰につ
いて概説する。
　本書翰が書かれた時期は大きく二期に分けられる。
　書翰その 1 ・ 2 は、明治16年（1883）に書かれたもので、主に『詩選』編纂に関する内容である。
　書翰その 1 （明治16年 3 月19日）は、小野湖山が岸田吟香宛に送った書翰で、湖山自身の『詩選』編
纂に対する意見が述べられており、これを受取った吟香は本書翰に朱を入れて、上海にいる心泉へ書翰
その 2 を同封して送った。
　書翰その 2 （明治16年 3 月21日）には、旧雨社の文人達や岸田から兪樾への要求が詳細に記されてい
る。文中には、兪樾から示された原案には古人の漢詩の遺漏が多い一方、無名の人や川路利良のような
官僚の漢詩が採録されたことへの不満、採録された漢詩の数が多すぎて出版した場合には費用が掛かる
ことなどが述べられており、心泉を通じて兪樾に改編をするよう求めている。しかし、心泉はこの手紙
を受取った直後の 3 月28日に病気のため長崎に帰国し、当時すでに『詩選』は殆ど完成していたため、
結局大幅な変更はなされず、これら古人の漢詩について兪樾は補遺四巻をもって対応した。
　書翰その 3 から11までは、金沢・常福寺に戻った心泉に宛てたもので、主に上海から唐本の購入につ
いて書かれている。
　明治10年代なかば、楽善堂では唐本の輸入販売を行っており、国内の新聞に広告37）を出していたが、
心泉宛の書翰が書かれた10年代後半から20年代前半は、一般には唐本の輸入が途絶えた時期とされてお
り、新聞広告も見られない。しかし、これらの書翰から分かるように、心泉はこの時期に書籍を楽善堂
に依頼して上海から購入しており、当時の唐本購入を知る上で貴重な資料である。
　書翰その 3 （明治19・1886年 7 月 7 日）は、吟香が上海滞在中に書かれた、上海の街や書肆の近況、
35）	『目録』（註 2に掲出）101頁、「九、書簡日記類　17」。
36）	『目録』（註 2に掲出）101頁、「九、書簡日記類　19」。
37）	『朝野新聞』明治16年（1883）11月23日・17年 1 月23日・ 2月16日・ 3月 7日・ 4月 2日・ 5月 3日・10日・ 6月20
日・ 7月 8日には楽善堂の広告が出され、以下のような宣伝がなされている。
右の外、東京・大阪各地出版の書籍類、并に唐本類色色販売仕候間御購求可被下、但し唐本の義ハ本舗に所持不
致候品にても速に上海支店へ申遣し、直に清国より取寄差上げ可申候間、多少不拘御用被仰付度奉希候。　　　　
	 東京銀座二丁目岸田吟香敬白
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心泉が註文した書籍の入手状況を述べているほか、心泉が上海別院時代に交流した大倉雨村・胡公寿・
張子祥・兪樾といった日中の文人たちの消息について述べている。また、吟香が心泉に対して金沢の版
木を求めている。吟香が日本の版木を清国に輸出していたことは知られているが、日本国内における具
体的な版木の蒐集方法を示すものである。
　書翰その 4 （明治20・1887年 6 月 4 日）には、帰国する布教僧の松林孝純38）に書などを託したことに
ついて触れ、最近杭州に行って来たこと、今後は漢口に行く積もりであることなどが述べられている。
　書翰その 5 から 8 （明治23・1890年 1 月19日～ 5 月16日）は心泉の書籍購入に関するものであり、書
籍の注文に対する返答や在庫状況、書籍の値段や送料、代金支払の督促が述べられている。また、書籍
の値引きについても記述があり、他言しないで欲しいこと、あるいは値引きは今回限りにして欲しい旨
が述べられている。
　書翰その 9 （明治25年11月14日）では、来日した北京法源寺僧侶、墨禅39）の活躍や、長三洲・金井金
洞・日下部鳴鶴・巌谷一六といった文人達が地方を廻っている様子が述べられている。
　書翰その10（年代不明（明治18～20年頃か）8 月 4 日）は、吟香が清国から帰国した画家、小山松渓40）
に持たせた紹介状である。
　書翰その11（年月日不明、明治19年前後か）は、断片のみが現存するが、上海における書籍の値段や
割引率、版本の種類などに関する記述が見られる。なお、本書翰は書翰その 3 と同じ用箋に書かれてい
る。
　当時、心泉は真軒の助言のもと、学問的に裏打ちのある書を学ぶ一方、「岸田吟香・楽善堂書翰（北方
心泉宛）」に見られるように、岸田吟香・楽善堂を通じて上海から小学金石類の購入を行っており、明治
38）	松林孝純（1856？～？）。越後国糸魚川・正覚寺に、松林得聞の子として生まれ、副住職をつとめ長圓立に学ぶ。清
国では行
シンペン
本と号した。大阪の難波別院教師教校支那語科で、南京人の汪
ワンスンピン
松坪より南京語を学び、明治14年（1881）11
月、本山教学部から留学を命ぜられ蘇州で蘇州語を学ぶ。『詩選』編纂に際しては、心泉と共に日本側との聯絡係を
つとめた。のちに上海別院内に設置された小学校・親愛舎の教師をつとめ、日清戦争中は通訳として満洲・台湾に
従軍したほか、台湾では布教活動を行った。戦後は東本願寺が設立した蘇州日文学堂の学長をつとめたほか、上海
では古城貞吉らとともに日本書籍の漢訳を行い『蒙学書報』に掲載した。著書に、『大日本帝国俗解』（明治22年・
1889）・『四大法令俗解』（同）などがある。
39）	墨禅の来日について、『読売新聞』（明治25・1892年10月）に以下の記事がある。
北京の僧、墨禅ハ朝鮮内地山水の勝を探りて、今度吾東京に来り清商王氏の宅に滞留せり。墨氏ハ画及び篆隷書
詩等を能くし、先般礼親王殿下より法衍三峯の四字の傍龍形ある欵印を下賜せられたることあり。岸田吟香、岡
千仭の両氏ハ豫て交あるよしにて、滞留は三四ヶ月なりとのことゆゑ、時宜に依り揮毫の嘱託に慶ずると云ふ。
（ 5日）
墨禅和尚の書画会　今度清国の墨客、僧墨禅が来遊したるに付てハ、重野成斎・日下部鳴鶴・巌谷一六・岸田吟
香・石川鴻斎・亀谷省軒・簑田蘭谷・西川春洞外数氏の墨客が幹事となり、来る十五日の江東中村楼に於て書画
会を開き、傍ら展覧会を催すといふ。（11日）
40）	小山松渓（1863～1903）。名は堅、通称は三木造、字は子鑽、松渓と号す。樋口雲仙、小野湖山、服部波山等に学び、
岸田吟香の口ぞいで明治18年（1885）渡清し、杭州で載用柏に学び 8ヶ月滞在した。明治20年（1888）、再渡清し杭
州に住んでいる。本書翰は、吟香の口添えで渡航した小山が、帰国に際して吟香を訪れた際に書かれた紹介状であ
ろう。
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23年（1890）の第 3 回内国勧業博覧会に書を出品・入賞する。しかし、心泉は必要な書籍を全て購入で
きたわけではなかった。明治25年（1892）から27年（1894）にかけては、上海在住の圓山大迂・惇一親
子に依頼して購入しており41）、北派書風の基本的書籍とも言うべき阮元『北碑南帖論』は、明治29年
（1896）に京都で鈔写している。明治31年（1898）には南京・金陵東文学堂の堂長として再渡清している
が、現地で関係書籍を購入していたほか、帰国後は清国で布教活動を行っていた僧侶に依頼して書籍の
購入を入手していた。とくに、康有為『広藝舟双楫』などは、日本人としては非常に早い段階で入手し
ており、日下部鳴鶴が明治32年（1899）に、『論書三十首』を刊行した際には、心泉から本書を借りるほ
ど、小学金石学関係に関しては当時有数の蔵書家となっていた。
翻刻
〔凡例〕このたび翻刻にあたって、漢字表記については、原則として現在通行の印刷字体を用い、仮名遣
いについては、原則として本文にしたがった。また、句読点や括弧等を適宜施した。
　なお、岸田吟香が朱などで加筆した箇所は〔　〕で表し、判読不能の箇所は□で表記した。
岸田吟香・楽善堂書翰その 1 （小野湖山より岸田吟香宛）　（〔明治16・1883年〕 3 月19日）
〔封筒〕なし
昨日ハ御使を辱し。「詩選」之件、愚論御采用之趣至喜々々、何卒先壱編早々出来候事奉祈候〔第一編、
第二編ト続出ノ論也〕。上海書中ニ序文云々と申事、是も兪志之一言あれバ、外之序抔無之候ても無妨与
存候。乍序申上候。
○拙作認直し候へ共、到底先方〔曲園〕江直ニ遣す訳ニも無之、認方ニも困り、先如此事ニ仕り置候。
宜敷奉願候。
○御容躰如何。御保護千萬是祈。
　　三月十九日　愿〔湖山〕42）
　唫香先生侍史
岸田吟香・楽善堂書翰　その 2 （〔明治16・1883年〕 3 月21日）
〔封筒〕なし
心泉上人台啓　時已ニ至彼岸、稍春色相催候。定而益々御清適可被成御座奉遙賀候。小生咽喉痛今以全
41）	常福寺蔵「圓山大迂／圓山惇一書翰」その五（明治26・1893年11月10日、註11に掲出）によると、同年春に楽善堂
上海支店は類焼したため閉店している。
42）	小野湖山（1814～1910）。名は長愿、字は懐之・舒公・士達、湖山・玉池仙史などと号した。『詩選』には76首採録
されている。
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治不	到、加之荊妻病気益不宜、其他商業家事等種々困難有之。兎角百事不如意ニ而、快活之気象無之、心
痛仕居候。御憐察被下候。
一　前便申上置候「東瀛詩選」一条、去ル十六日「旧雨会43）」ニ而、小野湖山・重野安繹44）・岡千仭45）・森
春濤46）・鱸松塘47）等諸子ニ相謀候処、諸子中未ダ此挙アルコトヲ不知者多ク候ニ付、議論百出ニ而、
迚も一定ニ決シ難クト被存候而、遂ニ其儘ニ而其場ハ散ジ申候。其後、湖山并ニ重野・巌谷48）等相
謀リ候処、迚も今至急ニ現存人之詩ヲ取集メ候事六カ敷、其上只東京ニ居ル人斗リニ而も不都合ニ
御座候間、猶此上数月之工夫ヲ要シ不申候而ハ思敷相集リ申間敷トノコトニ而、此度ハ現在人之詩
者一切送リ差上不申コトニ相成申候。
一　重野・岡等ト尚評議仕候処、古人之内ニモ猶此選ニ漏レ居候者多ク御座候。有名之大家ニ而、祗南
海49）・秋玉山恒遠50）・雨森芳洲51）・片山北海52）・武冨圯53）・韓大年54）・北條霞亭・柏如亭55）・北川明皮56）・
家里衡57）・河野鉄兜58）等之類、猶多ク可有之ト奉存候。是等之詩集も多分上木ニ相成居可申候付、探
43）	明治 4年（1871）、藤野海南によって創設された吟社、旧雨社の会合を指す。社中に昌平黌出身者が多いのが特徴で
ある。
44）	重野成斎（1827～1910）。名は安繹、成斎と号した。薩摩の人。昌平黌で藤野海南から習った後、維新後は一等編修
官・東京文科大学教授・帝国学士院会員・史学会長などを歴任し、わが国初の文学博士となった。当時、清国公使
館員と盛んに交流を行っており、中国語に関心を持ち、子の紹一郎（号桜西）は東京外国語学校で中国語を学び、明
治20年（1887）に上海の梅渓書院に留学している。
45）	岡鹿門（1833～1914）。名は千仞、字は振衣、鹿門と号す。仙台の人。大槻盤渓に師事し、昌平黌で学んだ。幕末期、
松本奎堂・松林飯山とともに双松岡塾を開く。維新後は大学教授、修史館編修などを歴任する。明治17年（1884）に
は渡清し、布教僧の松林孝純の案内で兪樾と面会している。『詩選』には 7首採録されている。
46）	森春濤（1819～1889）。名は魯直、字は希黄・浩甫、春濤と号した。尾張の人。明治 7年（1874）に上京し、茉莉吟
社を創設した。翌 8年（1875）には漢詩雑誌『新文詩』を創刊し、漢詩集『東京才人絶句』を刊行した。『詩選』に
は16首採録されている。
47）	鱸松塘（1824～1898）。名は元邦、字は彦之、松塘・小塘などと号した。安房国の人。明治 3年（1870）、上京して
七曲吟社を創設した。『詩選』には14首採録されている。
48）	巌谷一六（1834～1905）。名は修、字は誠卿、一六・古梅・迂堂・金栗などと号した。維新後、太政官などを経て修
史館一等編修官・内閣大書記官・元老院議員を経て、明治24年（1891）貴族院議員となる。書家として知られ、の
ちに心泉と交流を持つようになる。
49）	祗園南海（1676～1751）。『詩選』には 3首採録されている。
50）	秋山玉山（1702～1863）。『詩選』には 2首採録されている。
51）	雨森芳洲（1668～1755）。『詩選』には 1首採録されている。
52）	片山北海（1723～1790）。『詩選』には 1首採録されている。
53）	武冨圯南（1808～1875）。白華とともに、玉川吟社に所属しており、本誓寺に集合写真が残されている。詳細は「松
本白華と玉川吟社の人々」（註 1に掲出）を参照されたい。
54）	韓天寿（1727～1795）すなわち中川長四郎のこと。
55）	柏木如亭（1768～1819）のこと。
56）	北川猛虎（1762～1833）のこと。
57）	家里衡（1827～1863）。『詩選』には 1首採録されている。
58）	河野鉄兜（1825～1867）。『詩選』には 8首採録されている。
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索之上御送リ可申候。龍草廬59）者先便ニ送リ差上申候。右之次第ニ付、曲園大史60）ハ業已ニ御撰定
ニ相成候御思召ト者相見申候へども、今暫ク手民ニ付スル一段ハ御待チ被下候様、御歎願可被下候。
一　併シ曲園大史之方、御手都合之程モ如何哉ト心配仕候。已ニ星巌61）之分ハ上木ニ相成リ、試刻御廻
シ被下候位ニ付、其前ノ処、徂徠62）・南郭63）等之分モ已ニ刊行ニ相成候哉モ不被計ト奉存候。又、其
後モ引続キ剞劂ニ御付シ相成候哉モ難計ト奉存候。若シ右様之儀ニモ候ハゞ、大抵星巌・淡窓64）等
之処迄ニ而御切リ被下、是ヲ第一集ト歟、第一帙ト歟御定メ被下候様奉願度候。左様無之候而者、
此後御送リ申上候古人之詩者、却而現今人之跡ニ相成候ニ付、不都合之様ニ奉存候。夫レモ只龍草
廬一人トカ二人ト歟にして、補遺ニ而も宜敷候へども、猶十幾人モ可有之ニ付、何卒此処御変局之
御取斗、尊上人より御執成シ之程偏ニ奉願上候。
一　重野・岡・小野・巌谷等之説ニ而ハ、此度御示シ被下候選定目録ニ、巻二十九以下ニ載リ居候人ニ
者、多ク者皆詩名も世ニ聞江ズ、餘リ誰モ不知者共ニ而、中ニ者川路利良65）之如キ人物も有之、又
少年生も右之、又長炗66）・岡千仭之如キ、未ダ詩集ヲ刊行不致候者も有之候間、此等之詩者定メシ
「明治詩文」或ハ「新文詩」等より御抜キ取リニ相成候事ト奉存候へども、此度之「東瀛詩選」者　
清朝第一流之大家、曲園先生之御選定ニ而、我邦古来未曾有之盛挙ニ付、相成丈精選ニ致シ度キ者
ニ御座候間、右等無有名的之俗作者暫ク御除キ置キ被下度候ト申スコトニ御座候。小生相考候而も
同論ニ而、過日此目録開巻之時ニモ已ニ右様ニ存候処ニ御座候。右之趣宜敷様、尊上人より　曲翁
江御申伝可被下、巻数モ多キヲ不要、亦詩数モ多ヲ不要、唯極メ而精選ヲ企望仕候事ニ御座候。巻
数多ケレバ刻費も多ク、紙価モ多ク相掛リ候ニ付、其書価モ高ク相成可申候。高価ニ而ハ不好消ニ
御座候間、極精選ニ而、却而巻数ノ少ナキヲ御願申上候。
一　御示シ被下候選定目録ハ、兼而御沙汰之通リ此度御返シ申上候。然ルニ、重野成斎江差シ置候処、
59）	龍草廬（1714～1792）。『詩選』には40首採録されている。
60）	兪樾のこと。
61）	柳川星巌（1789～1858）。『詩選』には101首採録されている。
62）	荻生徂徠（1666～1728）。『詩選』には43首採録されている。
63）	服部南郭（1683～1759）。『詩選』には125首採録されている。
64）	広瀬淡窓（1782～1856）。『詩選』には90首採録されており、 7番目に多い。弟の旭荘について、兪樾は『詩選』中
で「東国詩人の冠」と評価し、175首を採録しており一番多い。なお、『詩選』では、長梅外（64首、16位）、中島米
華（34首）、長三洲（17首）、劉石秋（16首）、広瀬林外（13首）、広瀬青村（ 9首）など、咸宜園出身者を多く採録
しているのが一つの特徴である。
65）	川路利良（1834～1879）。薩摩の人、号は龍泉。初代警視総監などを歴任した。『詩選』に 4首採録されたことに旧
雨社の文人たちは不満であったが、川路は明治 5年（1872）に心泉の師である松本白華と同じ船で洋行しており交
流のあった人物である。おそらく、彼の詩の採録にあたっては白華の関与があったと思われる。漢詩集に『龍泉遺
稿』がある。
66）	長三洲（1833～1895）。『詩選』には17首採録されている。彼の採録にあたって、心泉の鈔本が使用されたことが『詩
選』に記されている。しかし、当時心泉は上海におり、日本漢詩を蒐集することは困難であった。すでに松任に帰
郷していた白華は、長と同じ咸宜園の流れを汲み、長が主宰していた玉川吟社・香草吟社にも属しているなど、両
者の関係は深かった。白華の蔵書を所蔵する白華文庫（白山市松任図書館）には、白華が長から借りて書写した詩
集などが残されているので、『詩選』編纂に際して心泉は白華が所蔵する写本を使用した可能性がある。
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無遠慮ニ朱ヲ以而相汚シ、甚申訳も無之次第ニ御座候。併シ、此人名上ニ朱圏ヲ点シ候分ハ暫ク選
ヲ御省キ下サレ候様致シ度、其印シニ付ケ置候符号ニ御座候。
一　現在、東京詩人并ニ西京・大坂・其他各地之詩人之詩ヲ集メ候者、何程差急ギ候而モ、猶数月ヲ要
シ可申候付、二三人之幹事ヲ定メ周旋為致候積リニ御座候間、右集リ次第順ニ御廻シ申上候。又前
文申上候、祗南海・秋玉山等之詩集も、手ニ入リ次第御送リ可申上候間、何卒　曲翁江可然御申上
可被下候。
一　前文申上候通リ、巻数ハ相成丈ケ少ナキ方宜敷候間、詩数ヲ精々御滅ジ被下、極メ而精選ニ被成下
候様御願可被下候。猶、追而御送リ申上候現在人之詩、并ニ古人之詩等モ、随分多ク可有之ニ付、
曲園大史モ其思召ニ而御選定被下様奉願上候。右者定シ御申シ出難キ情節モ可有之候へども、小生
生意上ニモ関係有之、大抵壱部価キン二三ヱン位ニ而売出シ不申候而者、売レ方不宜候ニ付、巻帙
之不多ヲ所望仕候也。
一　最早此頃者御動身之際ト奉存候。此書状御一覧被下候ハゞ縷々申上候次第、曲園大史江御申上被下、
何卒前條之都合ニ相運び候様、宜敷御執成シ之程奉願上候。先者要用而已。匆々如此御座候。頓首
 東京　愚弟　岸吟香和南拝
 三月廿一日未明記
又云ク、目録ニ御載セ被成候姓名ハ、何分当方ニ而も相分リ不申候。此等ハ定メシ没有名字的ノ人
物ニ可有者、若シ餘リ佳作ニモ無之候ハゞ、縦ヒ古人ニ而モ御省キ被下候方可然ト湖山之説ニ御座
候。又、或ハ名字缼ト被成候而モ、海外之事ニ付、不苦候様ニ御座候。
一　神吉東廊67）ノ事、巌谷より股野68）江相尋候処存じ不申由。股野者播州龍野人ニ御座候。
　　〔西山拙斎69）モ名ハ相分リ不申。由追而又可上申候。〕（※ 欄外朱書き）
一　曲園先生者、或ハ一人ニ而モ多ク詩ヲ出シ候御考可モ不知ト被存候。但シ先般以来、古人并ニ現今
人之詩集類ヲ好不好ニ不拘、只ムヤミと多ク送リ差上候者、皆々其選ニ入ランコトヲ望ミ候訳ニ者
無之、御編輯之料ニ差上候事ニ御座候。然ニ曲翁者必ラズ其人々ノ詩ヲ毎人ニ一二首ツゝ者取リ遺
シ度トノ思召ニ而、ツマラヌ俗作迄モ無拠御選入相成候様ノ事無之トモ不被測ト奉存候。萬一、左
様之御考ニ而者、精選ニモ不相成、大史先生之御為ニモ不都合也。又、日本人之為ニモ不宜。後来
之議論ヲ招キ候而者不相成候ニ付、左様ノ御遠慮無之、只々極メ而精選ニ被成度、詩数ハ多キヲ不
要候間、後世ニ遺スベキ選定ヲ奉冀望也。此処可然様御伝ニ而可被下候。　草々　頓首
〔湖山又云、釈氏閨秀70）ノ部ニモ亦必ラズ省クベキ者多カラン。是ハ心泉上人ノ御鑒定ヲ乞フト。〕
（※欄外朱書き）
67）	神吉東郭（1756～1841）。『詩選』には19首採録されている。
68）	股野藍田（1831～1921）のこと。
69）	西山拙斎（1735～1798）。『詩選』には21首採録されている。
70）	『詩選』には、『嚶鳴集』や僧侶の漢詩集である養鸕徹定編『縁山詩叢』などから、多くの僧侶の漢詩が採録されて
いる。白華が明治初期に教部省官吏であった時に、養鸕は同省の教導職として両者には交流があり、これらの漢詩
が採録されたのも白華の影響があったと思われる。
東アジア文化交渉研究 第 3 号
606
心泉上人獅座下 岸吟行和南拝
岸田吟香・楽善堂書翰　その 3 （〔明治19・1886年〕71） 7 月 7 日）
〔封筒〕なし
拝見仕候。追々炎暑ニ相成、大塊頭者御毎ニ困入申候。益御壮健ニ被成御座候哉。
御注文之本、今便ニ相揃ヘ物丈ケ御送リ申上候。価少々御申越シより高イ物も有之候ヘ共致方無之。「抱
芳」者72）、ドウカコー歟やり居候ヘ共、望益ト申ス本屋ハ無之候73）。上海も大不景気ニ御座候。本屋も出
来タリ潰
ツブレ
タリ、出没変幻無窮ニ御座候。近来、近辺ニ又本屋出来申候。サイトリニ御座候ヘ共、能ク捜
索致シ申候モ、「紫文閣」ニ居候夥計也。「紫文閣」ハ潰レ申候74）。「千頃」も別人ニ譲リ申候75）。其他ニ六
ナ本屋なし。「同文書局」76）者、近頃隣町江開店致申候77）。
一　別紙差上申候御注文之内、
　　「古経解小学彙函」78）無之候。
　　「古文淵鑑」79）も並本ハ御申越シ之通リ三元六角位之価に有之候へども、其並本ガ只今上海之書林中
71）	本書翰の書かれた時期は、書翰中にある大倉雨村の帰朝、胡公寿・張子祥の死亡時期から判断して、明治19年（1886）
とした。
72）	『抱芳閣』序文によると、光緒 8年（明治15・1882年）当時の住所は新北門外棋盤街となっている。
73）	明治17年（1884）、清仏戦争取材のため上海を訪れた尾崎行雄は、「游清記略」（『郵便報知新聞』明治17年10月27日）
の中で、上海の書肆について次のように述べている。
（10月11日）大馬路ニ出テ書房ヲ過ギルコト数軒、其排列スル所ヲ見ルニ、皆ナ稗史小説ニ非スンハ則チ陳腐ノ詩
文集若クハ医書ノミ。稗史小説ノ類、其価皆ナ廉ニシテ実用有益ノ書ハ甚タ貴シ。
74）	「上海通信」（『読売新聞』明治22・1889年10月26日）に、「（前略）書籍に関する店ハ鉛版銅版書房業者ハ、内地の郷
試不繁昌にして、書籍の捌け宜しからざるが為に損失を顧みずに競争し、非常に書価を下落せしめざるが故に、上
海の石版業者ハ続々開
ママ
店破産に御相伴を蒙り（以下略）」とあり、当時上海の書店は競争激化により経営が芳しくな
かった。
75）	千頃堂書局のこと。光緒 9年（1883）に黄産生から張松濤に譲渡されており、本文中の「別人ニ譲リ申候」とは、こ
のことを指すものと思われる。
76）	「上海通信の続」（『朝野新聞』明治17・1884年 1 月31日）に、同文書局について以下の記述がある。
申報舘と同文書局の図書集成豫約出版の競争ハ、此節に至り両方共に疲弊の色あり（中略）同文書局ハ仕事塲の
狭隘に付き、普請出来上り次第に石版に着手する趣を広告し（中略）此頃、同文書局の社長徐雨之ハ、局務を舎
弟宏甫に委して既に退社せりとの説あり。
77）	「上海通信」（『朝野新聞』明治20・1887年 1 月27日）に、当時の上海の書肆について記述がある。
上海の書房　当地の書籍店ハ五六年前までハ、実に僅僅たる者なりしが、年々其数を増し、今ハ数百を以て算ふ
るに至れり。重なる者ハ同文書局・点石斎等にして、同文局ハ元と招商局の総辨たりし徐雨之の店なり。点石斎
ハ元と英人の物なりしが、昨年の夏七萬両にて支那人に売渡せり。（以下略）
78）	『古経解小学彙函』（『古経解彙函坿小学淵鑑』清鍾謙鈞等輯）は、『抱芳閣』五丁裏に「古経解彙函附小学彙函　棉料辺紙
洋拾四十 元」とあり、書名が朱筆で四角く囲まれている、『酔六堂』一丁表には「古経解小学彙函　洋十四元」とある。
79）	『古文淵鑑』六十四巻（清徐乾学等奉勅輯併注）は、『抱芳閣』三十七丁表に「古文淵鑑　洋三元六角」とあり、書
翰に書かれた金額とほぼ一致する。
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ニ無之候。故ニ御送リ不申上候。
　　五色批本ノ「古文淵鑑」ナラバ有之候へども、其価十二元五角ニ御座候80）。高イ故ニ御送リ不申候。
併シ立派ナ本ニ御座候。
　　「金瓶梅」81）者、各書房ニ無之候。
一　拾円　　　先達而、東京江御送リ
一　二十五円　此度、東京江御送リ
一　七元　　　松林君より受取
　　〆四十弐元也
右ノ通リニ付、残リ三元二角八分御預リ申置候也。
〔此外ニ少々入用相掛ルト。店より只今申出し舩賃、荷造リ代、車代也、追而又申上候。〕（※ 行間朱書
き）
若シ、「古文淵鑑」之並本ガ、「江西」82）より参リ候ハゝ、丁度其代金位ホド相掛リ居申候。其外之本ハ購
求スベキ残リ金無之候。
一　松林君より受取申候八元之内、壱元ハ御返申上候。新聞ヲ御送リ被成候様申置申候。
一　別ニ御認越シニ相成候書籍者、「掃葉」83）ニ少々有之、品も御座候へ共、中々格外高価ト承リ申候。
其外共皆古本故ニ一定之価者無之候間、何レ之書房江問合セ候共、凡ソ之価ノミにて、慥ニ申上候
事出来不申候トノ事御座候。上海ニ而古本ハ実ニ馬鹿ナ価ヲ申シ居候。此間も「文玉山房」84）ニ而、
「江南通志」、乙酉両ト申候。本縣之官員ガ買取候よし。モシ御地ニ而。漢籍之古本売リ物御座候
ハゝ、御代辨可被下候。隨分私も相求メ可申候。
　　金沢藩ニ者種々漢文書之藏板アリ。経・史・詩文集・医書・仏典も、多分蔵板ニ相成リ居候由ニ承
リ申候。モシ古本或者古板木之面白ロキ物御払ラヒニ相成候ハゝ、私下直ニ相求メ度奉存候。御世
話可下候。
　　江島伊兵衛にも抜カラず、何歟捜索持返リ候事ト奉存候85）。
一　私も上海ニ而本屋ノまね致居リ候共、小本経営ニ而何も面白キ事出来不申候。只々勉強ノミ、他年
80）	『増補抱芳閣書目』二十一丁表に、「五色批本古文淵鑑　洋十二元（欄外に朱筆で×印を附す）」とあり、書翰に書か
れた金額とほぼ一致する。
81）	明治10年（1877）、心泉と共に上海に渡航した、松本白華の旧蔵書中（白山市立中央図書館「白華文庫」蔵）にも通
俗白話小説があり、布教僧の間で読まれていたと思われる。松任市中央図書館編『松任本誓寺松本白華文庫目録』
（1988年）に収録される小説類は以下の通りである。『懐永堂絵像第六才子書』八巻、『拍案驚奇』九巻、『西湖佳話
古今遺蹟』十六巻、『玉楼春』十二回、『新鐫済顚大師酔菩薩全伝』二十回。
82）	江西書局のこと。
83）	掃葉山房のこと。
84）	陳捷氏は著作『明治前期日中学術交流の研究』（註17に掲出）の中で、文玉山房が日本銅版『康煕字典』の新聞広告
を光緒 8年（1882）11月28日の『申報』に広告を掲載したことを指摘している。
85）	岸田吟香による版木の蒐集について、陳捷『明治前期日中学術交流の研究』（註17に掲出）に、岸田吟香による和刻
本の版木の中国への輸出について述べているが、この書翰の記述により、輸出用の版木の日本国内における蒐集方
法の一端が分かる。
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必ラズ盛大ヲ致し可申候。
一　大和尚先生揮毫之潤ト白毫ノ沢ト相照映光輝ヲ発シ、他年必ラズ大ニ東洋ニ雷鳴ト奉期待候。
　　　右申上候。匆々頓首
　　　七月七日　天気熱困入申候。御用心可被成候。
心泉上人　升啓
 塵弟　吟香頓首
此外、支那咄シ色々申上度候ヘ共、書ク事面倒ナリ。大倉雨村画伯者帰朝致候86）。胡公寿・張子祥者
死矣87）。曲園翁者無事也。
君ニ揮毫ヲ願ヒ度候間、追而紙ヲ送ルベシ。
岸田吟香・楽善堂書翰　その 4 （明治20・1887年 6 月 4 日）88）
〔封筒 1 表〕「石川県金沢木之新堡五番町／常福寺／北方心泉上人　恵覧／寓滬　岸田吟香緘寄」
〔封筒 1 裏〕「写真一枚封入／護六月四日上海封／To Kanazawa」
〔消印〕「金沢／二〇（以下判読不能）」、「NAGASAKI／ 6 ／JUNE／1887」
〔備考〕封筒表に、「不足□」印、「収入税　十銭」印あり。封筒裏に、鉛筆書きで「一八八七年」とあ
る。
〔封筒 2 表〕「金沢木ノ新堡五番町／常福寺北方／心泉大和尚　惠啓／岸田吟香手緘」
〔封筒 2 裏〕なし
〔備考〕封筒表に「東瀛楽善堂葯房尺牘」と印刷。
心泉大禅師上人恵啓。一別杳然音容倶絶渇念無歇、近来法体益御壮健被成御座候哉。晩弟、昨年抄帰東89）
致候へども、俗事擾々未暇呈一書、疎闊之至幸ニ御海恕可下候。先月十二日到滬後、不相替忙々碌々未
ダ滬北之諸文人ニモ晤談不仕候。昔人云、袈裟未着愁多事、着了袈裟更多事ト。実ニ晩弟之謂也。御一
笑可下候。此次、松林上人俄ニ御帰東ニ付、一書ヲ托シ、且金陵刻経処楊氏90）所刻「弥陀法会図」一張
奉敬送候。餘不多及此致並請法安。不宣
86）	『対支回顧録』（註17に掲出）によると、大倉雨村は明治19年（1886） 5 月に帰国している。
87）	岸田吟香「上海通信の続」（『朝野新聞』明治17・1884年 1 月 8 日）に、「（前略）胡公寿ハ阿片烟の為めに顔色焦悴
形容枯稿せり。張子祥も既に八十二歳にモー一ヶ月の身と成り、老衰して杷筆に慵うき様子なり」とある。
88）	本書翰 1通のみ「書簡、岸田吟香から心泉宛」（『目録』（註 2に掲出）101頁、日記書簡類19）である。
89）	書翰その 3から、吟香は明治19年（1886） 7 月上海にいることが確認できるが、本書翰により、その後同年日本に
帰国していることが確認される。
90）	清末の仏教者、楊仁山によって設立された。明治12年（1879）、上海別院輪番であった白華と仁山は会見しており、
心泉も仁山と面識を持っていたと思われる。心泉は明治31年（1898）に再渡清し、活動するにあたって彼から支持
を受けている。
常福寺所蔵・「岸田吟香書翰（北方心泉宛）」について（川邉）
609
　　再近日、弟杭州ニ一遊致候後一旦帰滬、又漢口ニ参候積リニ御座候91）。追々暑中ニ相成リ大愧頭困入
申候。
 岸田吟香頓首
岸田吟香・楽善堂書翰　その 5 （〔明治23・1890年〕 1 月19日）92）
〔封筒〕なし
尊墨忝拝読仕候。如貴命之新年之御祝詞目出度申納候。誠ニ此程ハ御無音仕、多罪御海恕可被下候。先
生本年ハ御上京之趣奉待候。幸主人吟香も目下滞京中ニ御座候。近々再渡滬可仕様子ニ御座候へども、未
日限確定不仕候93）。此度御申越之書籍弐部之内、「飛青閣摹碑」ハ既ニ売却ニ相成申候。残念ニ御座候。
「徐氏説文繁
ママ
伝」94）ハ如仰、今般早達便ニて差出候。
　　　記
　一　金五円　　　倣宋刻「徐氏説文繁
ママ
伝」白紙摺上々　四冊
　一　金弐十弐戔　通運者早達運賃
　　　〆　金五円弐十弐戔
右之通差出候間、御査収可被下候。先生、新年之御試筆御揮毫、何ニ而も御恵投被下度御奉希仕候。可
成小切もの弐三葉勝手間敷候へども願度懇願ニ御座候。夫々右之段貴酬迄。如此御座候。怱々頓首
　　　一月十九日
 楽善堂書房代　石田和三郎95）拝
北方先生升啓
岸田吟香・楽善堂書翰　その 6 （明治23・1890年 2 月16日）
〔封筒表〕「加州金沢市木新保／五番町常福寺／北方蒙様／侍史」
〔封筒裏〕「三月十五日注文書ヲ送ル／手帳ニ記ス／二月十六日」
〔消印〕「加賀／金沢／廿三年二月十八日／ロ便」
91）	『読売新聞』（明治20・1887年11月19日）に、「清国上海に寓せし岸田吟香氏ハ先頃、天津・芝罘・漢口の地を巡視し
去月帰寓せしが、弥よ天津へ楽善堂分廛を設け当分同地に寓居する由」とある。つまり、吟香は20年（1887） 5 月
12日に上海に到着し、清国各地を廻って同年10月に上海に戻っている。なお、この漢口行は恐らく楽善堂漢口支店
を開設するため、荒尾精も同行したと思われる。杉浦正『岸田吟香―資料から見たその一生』（汲古書院、1996年）
所収の「年譜」によると、岸田吟香はこの前後、明治19年（1886）と明治21年（1888）に上海に渡航しており、合
計で生涯 8回渡航したことになっているが、実際には少なくとも 9回渡清している。
92）	本書翰の書かれた年は、書翰 6～ 9の内容との関聯がうかがえるので、明治23年（1890）とした。
93）	吟香は再び上海に渡航するつもりであったが、明治22年（1889） 4 月 5 日の帰国以降、渡清していない。
94）	「徐氏説文繋伝」（『説文解字繋伝』四十巻附校勘記三巻、南唐徐鍇撰、淸祁寯藻撰校）。『書目』に『説文繋伝』を著
録しており、枠外に「四元」と書込まれている。また、『備忘』には、「仝（※説文）繋伝四十巻附校勘記三巻　南
唐徐鍇　苗夔校　寿陽祁氏刻本　帰安姚氏繙祁本　小学彙函　重刻祁本　汪本馬本不善」とある。
95）	森斌『岸田吟香記念帖』（明治45・1912年）の寄附者の中に氏名が見える。
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〔備考〕封筒表に印刷した薬瓶画中に、「COLLYRIL／目薬　精錡水／東京銀座弐丁目／岸田吟香拝」と
あり。封筒表左上に「代筆」とあり。同下部に「和漢書画／東京銀座三丁目／楽善堂書房／岸田吟香謹
□」印あり。
拝呈　陳ハ過日者、御揮毫沢山ニ御恵投被下忝奉存候。絶妙之御出来ニ而、主人始来客之文人等ニ相見
せ候処、何連も感服之他無之、依而永ク愛蔵仕候。其内三葉斗、諸先生之御所望ニ任セ差上候ニ付、一
葉より残リ不申候。亦々御揮毫之節、御投与奉願候。博覧会へ御出品之由、定而優等之事と存候。右之
文章之御写、早速主人ニ相渡置候96）。主人も殊ニ御無沙汰致候付、宜敷申上呉様伝言仕御座候。実ハ一書
呈ズヘキノ処、同日雑務多端ニ而失礼致候。
○今般御申越之書類も生憎、何品も持合居不申候間、宜敷御断可申上候。価格之件々、委細承知仕候。
何卒外々様ヘハ、極内々々奉願候。一寸御断申置候ハ、上海定価付より割引之多少之違、亦ハ無折之品
モ時ニハ有之候間、此辺御含置可被下候。御示之内、「角山楼蘇詩」97）ハ、白紙摺之極上之本持合居候ヘ
ドも、定価四元ト御示ニ候へども、白紙本故定価六元ニ御座候間、右ニテ宜候ヘバ、はかきニ而御一報
被下候バ、早速御送申上候。「飛青閣」98）ハ、現今何連無之、此程中外方よりも御注文ニ付、精々穿鑿致
居候へ共無之、清国ニも当節無之旨申来り候。
○「呉梅邨」99）等ハ其内到来可仕候間、参候節ハ御報可仕候。「金石彙同萃編」100）ハ、更ニ注文不申候而
は到来不仕候。御都合ニより清国へ申遣候。併し有無ハ御受合申上兼候。「角山楼蘇詩」只今所持之本ハ
実ニ美本御座候。余程前年舶載致候品、紙幣洋銀之善多分之時之品ニ付、今日ニ而六元ニ而も余程換も
のニ御座候。先者右之段、御回答迄如此御座候。頓首
　　　二月十六日
 楽善堂書房代　石田和三郎
北方先生　侍史
96）	心泉が明治23年に行われた、第 3回内国勧業博覧会に出品・入賞した作品、篆隷「包慎伯先生論書一則」の写しを
吟香に送ったことを指す。
97）	清趙克宜撰『角山楼蘇詩評註彙鈔』二十巻附録三巻。明治17年（1884） 4 月10日、 5月10日、 6月27・28日の『朝
野新聞』に掲載された広告、「楽善堂書房発兌」中では、「角山楼蘇詩　十一円」とある。
98）	清楊守敬輯『激素飛青閣摹刻古碑』不分巻（望堂金石文字初集、同治九年至光緒三年、宜都楊守敬激素飛青閣校刊
本）。
99）	清呉偉業撰『呉梅村詩集箋注』十八巻（光緒10年刊、湖北官書処）のこと。『抱芳閣』三十六丁表に『呉梅村詩箋註
辺紙洋壱元四角』とあり、書名の右側に朱筆で傍線が引かれている。『酔六堂』七丁表に「呉梅村詩箋注　洋一元四
角」、『湖北』には「呉梅村詩箋注本　拾弐本　竹連官堆　紙毎部実価銭　壱串陸百　　壱串壱百伍拾文」とあり、欄外に朱筆で丸印が
書かれている。明治17（1884）年（ 1月23日、 2月16日、 3月 7日、 4月 2日、 5月 3日、 6月20日）に、『朝野新
聞』に掲載された「楽善堂書房告白」中では、「呉梅村詩集箋注　三円半」となっている。なお、依田学海は明治21
年（1888） 2 月21日に、 2円30銭で楽善堂から購入している（学海日録研究会編『学海日録』（岩波書店、1990～
1993年））。
100）	『金石彙目分編』二十巻および『金石萃編』。『書目』は「金石萃編一百六十巻　王昶　同補四巻　陸耀遍　同治間家
刻」と著録し、欄外下に丸印や三角印等が附されている。『酔六堂』三丁表には「金石粋編　洋十元」とあり、書名
が朱筆の括弧で閉じられている。また、『抱芳閣』十丁表に「金石萃編　洋七元」とある。
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岸田吟香・楽善堂書翰　その 7 （明治23・1890年 4 月22日）
〔封筒表〕加州金沢木新保五番町より東京／常福寺様升啓
〔封筒裏〕封　□四月念二／銀座弐丁目／岸田吟香
〔消印〕「加賀／金沢／明治廿三年四月二十四日／ロ便」
〔備考〕封筒表に印刷した薬瓶中に、「COLLYRIL／目薬　精錡水／東京銀座弐丁目／岸田吟香拝」とあ
り。右上に「代筆」とあり。
拝呈　先以御清福奉賀候。陳ハ過日中、兼而御注文ニ相成申候唐本類、漸々今便到来仕候ニ付、本夕速
ニ通運便ヲ以御送附申上候。則
　一　「金石萃編」101）　六十四冊　原　七円
　一　「班馬字類」102）　二冊　　　同　六十銭
　一　石印「復古編」103）二冊　　 同　五十銭
　一　「説文釈例」　　十二冊　　  同　四円
　一　他に通運賃此分踏より申上候
　　計箱入壱個
右之通差出候間、御査収可被下候。兼而御示ニ相成候価格之義、仲之通定価通にて取計可申候間、何卒
外様へは極々内分ニ願上候。此義も何卒此度限りに而御用捨奉希上候。右次第者御承知之通、定価より
七折□八折、亦ハ無折之物も有之、一様ニ不参候。都而支店より本店へ之取引上、精算に就而ハ本店よ
り支店に対シ、都而原価より壱割之手数差出事ニ相成居候付、原価より無折□八折之品ニ到而者、壱割
之手数之外ニ、運賃ハ本店持ニ付、彼是精算仕候ヘ者、殆ト定価通リニ相成、夫より東京ヘ到る手数仕
候節、実ニ無手数而已ナラズ、其中ニ者ハ原価切込候者も可有之候付、何卒定価より壱割之手数ヲ御掛
ケ被下度候様奉希上候。尤品ニより必安ク手ニ入申候分者、必正当之価格ヲ申請け、尽く壱割之手数ヲ
不申、確実ニ斗計可申候。此段豫メ御承知置可下候。此度差出候代価及先般差出候「説文」104）之代価等
合計、御送呈被成下度各々御願申上候。先者右之段、御知報迄。如此御座候。頓首
101）	『抱芳閣』十丁表に「金石萃編　洋七元」とあり、値段が一致する。
102）	『書目』に「班馬字類五巻附補遺　同上（汲古閣本）玲瓏山館仿宋大字本　又仿宋中字本　渉聞梓　旧之一」とあり、
欄外には「一元」と書込まれている。『抱芳閣』十六丁裏に「班馬字類　綿料洋八角」とあり、書名右側に朱筆で傍
線が引かれており、欄外には朱筆で×印が附されている。
103）	石印「復古編」（『復古編』二巻、宋張有撰、清葛鳴陽輯、光緒 8年（1882）、揚州淮南書局、拠乾隆四十六年安邑葛
鳴陽刊本重刊）は、心泉が明治23年（1890）に楽善堂から購入した書籍の中で、常福寺に唯一現存する書籍で、書
誌は以下の通りである。（封面題）「復古編」、（刊記）「光緒八年三月／淮南書房重刊」、乾隆四十六年（1801）序、各
巻末に「乾隆四十五年庚子安邑葛氏借新安程氏旧鈔本彫板于京師玻璃廠」とあり。心泉の蔵書印「聴松／館蔵／書
印」印あり。『書目』上巻、「小学類、字書之属」には「復古編二巻　張有　張氏刻本　安邑葛鳴陽刻本」とあり、欄
外に「二元」と書込まれている。『備忘』には、「復古編二巻　荘張有　張氏刻本　安邑葛鳴陽刻本」とある。『抱芳
閣』二十七裏には「復古編　洋一元」とあり、朱筆で欄外には点が、書名右側には傍線が、書名の下には「六書故
之類」と書込まれている。
104）	心泉が註文した『説文繋伝』のこと。
東アジア文化交渉研究 第 3 号
612
　　四月廿二日
 岸田吟香書房代筆105）
　　北方蒙先生貴下
二白
此度差出候四種之他、御注文之分、当時無之候之旨、支店より申来候付、宜敷御断奉申上候。
〔中学校御用品之義、何分ニも御周旋奉願上候。〕（※追伸）
岸田吟香・楽善堂書翰　その 8 （明治23・1890年 5 月16日）
〔葉書表〕加州金沢木新保／五番町／常福寺内／北方蒙様／東京銀坐弐丁目／岸田吟香／書代106）
〔消印〕「武蔵／東京／廿三年五月／十六日／ニ便」、「加賀／金沢／廿三年五月／十八日／ロ便」
拝呈　先以御清安奉南山候。陳ハ過日差出候、「金石萃編」外品々者、既ニ御落掌被下候事ト奉存候。何
卒右之代、并ニ間中差出候、「説文繁
ママ
伝」之代共、併而早々御送金被成下候様、懇願仕候。先者右之段申
上候。匆々頓首
　　　五月十六日
岸田吟香・楽善堂書翰　その 9 （〔明治25・1892年〕11月14日）107）
〔封筒〕なし
秋晩之候、筆硯益々御精良奉恭祝候。茲ニ御願申上候者、別封小紙片七八張差上候間、古人之雅言或者
格言、又者絶句等御揮毫被成下度。此者近来、迂生書画帖ヲ集メ居候ニ付、何卒惜墨勿如金御恵投被下
候様奉願候。委細者土井君ニ御咄申置候。諏訪氏も先日面会之節、伝言仕置候。定メ而御承知被下候哉
ト奉存候。
此頃、北京法源寺宣武門内之僧、墨禅来京ニ而、二ヶ月餘も遊居申候。此僧蘭竹ヲ善シ、其性淡泊ニ而、
誠ニ面白キ人物ニ御座候。東京ニ而も諸文人ト往来シ、多少之潤資も得候由ニ御座候。
東京書家先生も近来、生意大不好ニ而、（※長）三洲者屡々北越ニ遊歴シ、金洞金井之恭者昨年今年共
両次奥羽ニ遊ビ、日
ママ
下鳴鶴者昨臘より中国・九州に出掛ケ、今秋ニ至リ帰京ス。（※ 巌谷）一六翁者今
猶仙台ニ在リ、其他画家も多ク田舎下リヲ催シ候景況ニ御座候。此因在京則不能獲金也。嗚呼難哉、今
ノ世ニ金ヲ設ルコト。長安不居易之嘆ナキ不能候也。
105）	筆蹟から石田和三郎の手によるものと思われる。
106）	筆蹟から石田和三郎の手によるものと思われる。
107）	本書翰の書かれた年を、墨禅の来日時期から明治25年（1892）とした。
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愚弟も今年又上海ヘ到ル不能、日々活計之為候奔走致居候。来春者必ス到滬之積リニ候。先者匆々頓首
　　十一月十四日 岸吟香拜
心泉大和尚先生
岸田吟香・楽善堂書翰　その10（〔明治18～20年（1885～87）頃〕 8 月 4 日）108）
〔封筒〕なし
啓者益々御壮健可被成御座候、奉恭祝候。迂生も例年之事ながら、今年の暑ニ者別シテ辟易致居申候。小
山松濱
ママ
者越後人也。画ヲ以而江浙諸名士ト日々徴逐到居候処、此度帰朝致し未ダ大和尚ト拝晤不致候ニ
付、帰途御尋申上度候間、添書致し呉度ト申候事。依而一筆差上申候。御逢被下、且御周旋奉願上候。迂
生近況ハ同人より御聞取可被下候。暑イのト俗務で雅文も認兼候。依而怱々頓首
　　　八月四日 岸田吟香
心泉大和尚獅座下
岸田吟香・楽善堂書翰　その11（年月日不明、明治19・1886年前後か）109）
〔封筒〕なし
代金者、弐拾六元六角五分ニ而、八折弐拾壹元三角壱分ニ相成候。御勘定可被下候。
「駢字類篇」110）者九折より減譲致シ不申候。「同文」・「點石」共、石印書者総而九折より以上者折価不仕
候111）。元来、「点石斎」者昨年春頃迄者、僅ニ九二五折より割引不致候処、近日ニ至り、九折迄ニ折免致
候様相成申候。「同文」も同様ニ候へとも、考試用之編印書者同業江現銀卸シ者、八折位ニ致候事も有之
候由。併シ上海者（※以下缺）
一　「咫進斎」112）之価者、間違ニ者無御座候。其前ニ御問合セ有之事者失念仕候へ共、其節七元ト御返事
108）	本書翰の書かれた年は、小山が清国から帰国したと思われる明治18年（1885）から20年（1887）頃にかけて書かれ
たものと推測される。
109）	本書翰は書翰 3と同じ用紙に書かれており、当時の新聞記事の内容などから明治19年（1886）前後に書かれたもの
と推測する。
110）	『御定駢字類篇』二百四十巻（敕撰、光緒13年、上海同文書局、石印本）。
111）	岸田吟香「上海発話（八月四日発）吟道人報」（『朝野新聞』明治19年（1886） 8 月11日）に、当時、同文書局と点
石斎の両者が激しい競争について述べられているほか、同文書局について以下の記事がある。
同文書局　該局ハ三年前より広東人の新開したる石版会社なり。十六馬力の蒸気機器を用ひて十餘臺の大なる石
版印刷機械を運転し、外に人手にて印刷する石版器械も十六臺あり。又別に写真所あり、六基の写真鏡を据ゑ付
け、印刷に付すべき書籍の草稿を縮写せり。又製本塲ありて、数十人の女工並列して装釘に従事せり。其他に石
版磨塲あり、紙切塲あり、紙蔵あり、蔵書房あり。実に広大なる事業にて、我日本政府の印刷局にも格別劣らぬ
程の体裁なれども全く民設なり。然るに、此たび点石斎を英人より買受たる葉汪等の人にハ、又この同文書局と
一大競争を試みる積りなるべし（以下略）
112）	『抱芳閣』十八丁裏に「姚氏咫進斎叢書　洋四元」とある。
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申上候者「湖北」板之価ニ御座候。先般御注文之節、七元之本ヲ御申越ニ付、「湖北」板之方ヲ差上候事
ト奉存候。モシ、「蘇州」板之方御望ニ候ハヾ、御取リ替可申上候間、先之本御返し可被下候。速々「蘇」
板八本之分御送り可申上候。併シ坊刻ニ付、字之誤脱者御受合不申上候。且毛太紙六ツ切り至而麁刻之
坊本ニ而、恐ク者貴友之御気ニ入り不申哉ト奉存候。幸ニ「湖北」原板御手ニ入り候事ニ付、夫レニ而
御勘弁相成り候ハヾ、却而宜敷奉存候。貴友江御相読可被下候（※ 以下缺）
謝辞　本稿執筆にあたり、金沢・常福寺の前住職、北方匡氏ならびにご門徒の方々には、資料の閲覧・
撮影等にご高配を得ました。厚く感謝申し上げます。
